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今
年
１
１
貧
1
0
日
か
ら
１
９
一
日

ま
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
ビ
ラ
ト

ナ
ガ
ー
ル
市
で
医
師
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
Ｉ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
人
の
関
係
者
が
参

加
。
初
日
に
ア
ジ
ャ
ー
ニ
旧

１ ‐
ネ
パ
ー
ル
医
師
会
長
と
ム
テ

ー―フ
ッ
ク
新
医
師
会
長
か
ら
、

一
２
年
前
の
ネ
パ
ー
ル
地
震
被

‾111

災
者
救
援
医
療
活
動
に
対
す

る
感
謝
状
を
、
私
と
横
倉
義

武
・
日
本
医
師
会
長
が
い
た

だ
い
た
。

　
２
日
目
に
記
念
講
演
を
す

る
栄
誉
を
い
た
だ
い
た
。
講

演
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
災

害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
」
。

内
容
は
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
医

師
会
の
三
者
通
携
に
よ
る
災

害
医
療
の
推
進
で
あ
る
。
政

府
は
活
動
の
許
認
可
権
と
軍

を
持
っ
て
い
る
。
軍
は
輸
送
、

通
信
そ
し
て
安
全
を
確
保
す

る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン

パ
ワ
ー
ー
、
医
師
会
は
医
師
免

菅波茂

許
と
医
師
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ー
ク
を
保
持
。
こ
れ
ら
を
大

前
提
と
し
て
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

そ
し
て
医
師
会
が
合
同
で
災

害
被
災
者
の
た
め
に
救
援
医

療
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
教
育
病

院
と
ネ
パ
ー
ル
医
師
会
が
構

成
す
る
ネ
パ
ー
ル
政
府
医
療

チ
ト
お
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
ト

ラ
フ
災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
ヘ
の
派
遣
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
災
害

に
対
す
る
相
互
支
援
を
タ
パ

保
健
大
臣
と
合
意
。
ム
テ
ィ

ッ
ク
新
医
師
会
長
と
デ
ィ
パ

ッ
ク
・
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
教

育
病
院
部
長
の
積
極
的
な
対

応
の
も
と
に
、
２
０
１
７
年

早
々
に
連
携
協
定
を
締
結
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は

国
内
を
７
地
区
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
国
立
医
科
大
学

アジア災害ネットェワーク
－rr〃aWゾｔ、

冲娯≒、

脆い

≒
ツ
認
．

と
付
属
病
院
を
設
立
す
る
計

画
で
あ
る
。
第
５
地
区
の
ブ

ド
ワ
ー
ル
市
関
連
諸
団
体
か

ら
要
請
を
受
け
て
タ
パ
保
健

大
臣
と
話
し
合
っ
た
。
日
本

式
医
療
モ
デ
ル
、
災
害
医
療
、

そ
し
て
教
育
を
提
案
し
た
。

ブ
ド
ワ
ー
ル
市
内
に
あ
る
Ａ

Ｄ
Ａ
シ
ッ
ダ
ル
タ
母
と
子
の

病
院
が
新
医
科
大
学
の
産
婦

人
科
と
小
児
科
の
臨
床
開
運

医
療
機
関
に
な
れ
ば
う
れ
し

へ
Ｏ
Ｌ
Ｖ

ネパール医師会のムティック新会長（中央）らから
感謝状を授与される筆者（右）

　
日
本
式
モ
デ
ル
の
第
一
号

は
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
教
育
病

院
で
あ
る
。
第
二
号
と
な
る

今
回
の
案
件
で
は
、
日
本
式

モ
デ
ル
の
継
続
性
の
確
保
の

た
め
に
日
本
の
優
秀
な
医
療

機
関
群
と
の
連
携
を
提
案
し

た
い
。
小
川
正
史
大
使
か
ら

も
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
タ
パ
保
健
大
臣
の

提
案
書
を
関
係
者
に
届
け
た

い
。
ち
な
み
に
、
釈
迦
生
誕

の
地
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
は
ブ

ド
ワ
ー
ル
市
か
ら
4
0
♂
で
あ
い
る
。

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
会
に
関
し
て
は
、
日

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
災
密
教
復
活
本
医
師
会
か
ら
は
0
6
年
ジ
ョ

動
は
各
国
政
府
の
軍
に
お
世
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
謡
・
津
波
、

話
に
な
っ
て
い
る
。
－
１
９
９
Ｂ
年
レ
イ
テ
島
台
風
、
1
4
年

９
年
の
台
湾
中
部
地
震
で
は
ネ
パ
ー
ル
地
震
の
被
害
教
援

軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
活
動
に
対
し
て
資
重
な
活
動

山
間
部
の
被
災
地
へ
の
搬
資
金
を
い
た
だ
い
た
。
1
6
年

送
。
２
０
０
７
年
の
ソ
ロ
モ
　
の
台
湾
粉
じ
ん
爆
発
事
故
の

ン
地
震
津
波
被
害
で
は
オ
ー
事
例
で
は
台
湾
医
師
会
と
日

ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
艦
艇
、
0
9
本
医
師
会
の
協
力
の
も
と
に

年
の
ネ
パ
ー
ル
山
間
部
の
集
傘
下
の
複
数
の
学
術
専
門
学

団
下
痢
発
生
時
に
は
軍
の
へ
　
会
か
ら
専
門
医
を
派
遣
。
日

リ
コ
プ
タ
ー
で
連
ん
で
も
ら
本
医
師
会
は
東
日
本
大
謡
災

っ
た
。
1
3
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
時
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て

レ
イ
テ
島
を
襲
っ
た
台
風
3
0
被
災
４
県
に
１
３
０
０
ヂ
ー

号
で
も
、
海
軍
Ｉ
個
小
隊
の
ム
か
ら
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

護
衛
に
よ
り
本
当
に
支
援
が
派
遣
し
、
今
や
国
内
災
害
時

必
要
な
危
険
地
帯
で
活
動
が
の
救
援
活
動
の
主
役
で
あ

で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
武
具
太
郎
元
日
本
医
師

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
が
１
９
５
６
年
に
設
立

に
関
し
て
は
1
2
年
に
「
ア
ジ
し
た
ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会

ア
相
互
扶
助
災
害
医
療
ネ
ッ
　
連
合
の
ア
ジ
ア
災
害
ネ
ッ
ト

ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
。
Ａ
Ｍ
　
ワ
ー
ク
参
加
に
よ
る
災
害
対

Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
応
能
力
向
上
の
可
能
性
に
も

3
1
力
国
支
部
に
加
え
て
各
国
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

の
国
レ
ベ
ル
で
活
動
し
て
い
　
皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
、
そ
の
と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば

後
の
各
国
の
災
害
被
災
者
教
幸
い
で
あ
る
。

援
活
動
に
合
同
で
対
処
し
て
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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